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長期的な企業ビジョンと V76 中期経営計画に関するお知らせ 

 

 

当社は、長期的な企業ビジョンと当社第 76 期（2027 年３月期）を最終年度とする V76 中期経営計画

につきまして、別紙の通り決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

以上 
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⾧期的な企業ビジョンとＶ７６中期経営計画
（2025年3月期~2027年３月期）

に関する説明資料

2024年５月10日

三 信 電 気 株 式 会 社
代表取締役 社⾧執行役員（ＣＯＯ） 鈴木俊郎

別紙
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1.事業の持続的成⾧と資本効率の向上を実現するための課題
（１）⾧期的な事業構造の最適化に向けたリソースシフト、組織・制度の整備
（２）既存事業における間接業務の効率化、SFA活用による売上、収益拡大
（３）デジタル技術を活用したソリューションによる成⾧事業の開拓
（４）資本効率の継続的な改善

2.サステナビリティに関する課題
（１）人的資本経営の推進
（２）サプライチェーンにおける環境マネジメントの推進
（３）事業を通じた社会課題解決への寄与
（４）経営会議体の実効性向上を通じた監督機能の強化

【重要課題】

当社グループは、幅広いステークホルダーと相互理解を深め、共に発展し
ていくことが持続的な企業価値の向上に繋がると考えております。
当社グループでは新たに⾧期的な企業ビジョンを定め、その実現に向けた
重要課題を設定しました。これらの課題に真摯に取り組んでまいります。

⾧期的な企業ビジョンについて
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2025年3月期～2027年3月期の３ヶ年

 株主資本コストを８％と想定
 事業の収益性、安定性、成⾧性に同業他社比課題があり、安定的にＲＯＥ８％

を上回るための収益基盤および財務基盤の整備が必要
 ＲＯＥ向上と併せて株主資本コストを低減することでエクイティスプレッドを拡大

１.収益性、安定性、成⾧性向上に資する事業戦略

２・財務戦略
(1)効率性と安全性を両立した資本構成の最適化
(2)収益性改善とキャッシュ創出に向けた資産効率の向上
(3)資本収益性に基づく適切なリソースの配分

３.株主還元政策
連結配当性向50％を目処とした配当の継続

１.人的資本経営の推進
(1)多様な人材の活躍推進に向けた意識・行動改革と制度整備
(2)戦略的能力獲得に向けて人材の採用、教育への積極的投資
(3)ＤＸ推進による労働生産性の向上と創造的活動の拡大

２.環境マネジメントの推進
TCFD提言に沿った開示の充実とGHG排出量の削減

３.監査等委員会、指名報酬委員会を通じた監督機能の強化

事業の持続的成⾧と資本効率の向上を実現するための取り組み サステナビリティに関する取り組み

×

下記取り組みを通じて
ＰＢＲ1倍超を目指す

【Ｖ７６期間】
【Ｖ７６定量目標】

Ｖ76中期経営計画（Ｖ76）について

Ｖ76最終年度
定量目標

（2027年３月期）

経常利益 当期純利益

50億円以上 35億円以上

安定してＲＯＥ８％以上を実現する事業構造の構築
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■収益性向上に向けた取り組み
・組織・制度の整備、間接業務の効率化（SFA活用等）

■安定性向上に向けた取り組み
・成⾧市場（分野では車載、エアコン、地域ではインド）への
拡販強化に向けたリソースシフト

・技術力や当社独自性を通じた高付加価値化による競争力
の向上

■成⾧性向上に向けた取り組み
・持続的な成⾧力創出に向けた戦略事業の構築

デバイス事業戦略

収益性 安定性 成⾧性× ×
既存事業

既存市場

フロント＆バックヤード分離
集約/効率化により

リソースシフト

集約
効率化

統合システム構築と
活用による全体最適化

TV

Amusement

PC

Mobile

Audio

etc.

高付加価値化

車載

エアコン

インド

成⾧市場

競争力
向上

競争力
向上

戦略事業

Auto
Motive

Air
Conditioner

INDIA 強固な収益基盤を
構築したうえで新たな

戦略事業の構築を目指す
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ネットワーク
（企業・公共）

収益性

成⾧性

消防
防災

アプリ
ケーション

プラット
フォーム

円の大きさ:BU別セグメント利益

■収益性向上に向けた取り組み
（アプリケーション）
・スクラッチ開発からパッケージ、サービスへ転換
・情報データ利用による生産性向上

（プラットフォーム）
・SI・運用保守などの付加価値提供

■安定性向上に向けた取り組み
（ネットワーク）
・企業/公共顧客内ネットワークインフラビジネスの維持
・セキュリティ分野等の技術進化への対応継続

（映像）
・放送形態の変化、映像利用シーンの拡大ニーズの囲い込み

■成⾧性向上に向けた取り組み
・防災意識の高まりを背景に消防防災ＢＵのエリア拡大
・ベンチャー企業連携による新規ビジネス創造（DX、AI）

映像

方向性

DX
AI

ソリューション事業戦略

収益性 安定性 成⾧性× ×


